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要 旨   

 

背景：アルコール摂取、特に少量のアルコール摂取が健康に及ぼす影響は、依然として議論の余地がある。

本研究の目的は、既知の多くの方法論的問題を最小限に抑え、アルコール量と多量飲酒と総亡率との関連

を評価することである。 

 

方法： この縦断的研究では、2011-2012年スペイン国民健康調査（National Health Survey）および 2014

年欧州健康調査（Eu-ropean Health Survey）のデータを用いた。15歳以上の 43,071人のデータを 2021

年 12月時点の死亡記録にリンクした。アルコール摂取量は、摂取量と摂取頻度に基づいて定義された：飲

酒経験なし、以前飲酒していた者、飲酒頻度がまれな（infrequent occasional）者（≦1回/月）、飲酒は

するが常用でない（ frequent occasional）者（＜1回/週～＞1回/月）。常用飲酒者（≧1回/週）は、さ

らに量によって分類された： >0～10g/日以上、10～20g/日以上、20～40g/日以上、40g/日以上。多量飲酒

は、男性で 4～6 時間以内に標準的な飲酒（10g）が 6 回以上、女性で 5 回以上と定義した。ハザード比

（HR）は、社会人口統計学的変数、ライフスタイル因子、健康状態、アルコール量または多量飲酒の有無

を調整した Cox回帰を用いて算出した。 

 

結果：飲酒頻度がまれな群と比較して、飲酒経験なし群の HR は 1.30（95％CI：1.14-1.47）、過去飲酒群

の HRは 1.32（95％CI：1.15-1.50）であった。20g/日までの摂取量では死亡リスクに差は認められなかっ

たが、20～40g/日を超える摂取量と 40g/日を超える摂取量では死亡リスクが上昇した（それぞれ HR = 

1.29；95％CI:1.05-1.58、HR = 1.57；95％CI:1.14-2.17）。週 1回の多量飲酒群の HRは 1.31（95％CI：

0.98-1.75）であった。 

 

結論：飲酒頻度がまれな群と比較して、少量の飲酒は死亡リスクに影響を及ぼさなかった。しかし、飲酒

経験なし群、過去飲酒群、常用飲酒量が 20g/日を超える群、毎週多量飲酒を行う群では死亡リスクが高か

った。 

  


